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研究成果の概要：サッカラ・ギザ地域の脆弱な地下地盤のなかで放置されてきた古代壁画を修

復する技術を、日本の表打ちの技術を組み込みながら壁画をはぎ取り、強化し、壁面に再取り

付けを行い、さらに剥落した壁画片を復元するまでのプロセスを原理的に完成させることがで

きた。劣化の原因である地下地盤についても、基本的な情報を入手し、差し迫った落盤の危険

はないと考えている。また、漆喰と顔料の化学分析も進めて、古代技術を修復技術に応用する

ことが可能となっている。 
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１．研究開始当初の背景 
 
古代エジプトの遺跡は数多くあるが、その
多くは保存の処理がなされずに放置されて
いる。これは、古代エジプトの遺跡が巨大
であり、かつ、数が多いことに主な原因が
ある。一方で日本人をはじめとして世界の
多くの人々はエジプトの文化財に高い関心
を持っており、また実際にエジプトの多く
の遺跡は人類共通の遺産として世界遺産に
指定されている。このようななかで、エジ
プトの文化財専門家も日本の貢献を期待し
ていた。エジプトの各種ある文化財のなか

でも、緊急性がありながらも、その保全と
修復の技術がエジプトおよび世界で確立さ
れていないものがあった。世界遺産の指定
を受けているサッカラやギザ地域には、地
下に多くの埋葬室が残っており、そこには
漆喰に描かれた壁画が残されているが、そ
の地下埋葬室の壁画は保存処理がなされず
に放置されてきた。そのため、壁画は剥落
などによって現在永久に失われる危機に瀕
している。そこで、この地域における壁画
修復のためにヨーロッパの技術とともに日
本の技術をも用いて新しい技術を開発する
ことにしたものである。 



２．研究の目的 
 

文化財としての価値が高く、技術開発に緊
急性が高いものとして、ギザおよびサッカラ
地域に残る古代エジプト時代の地下埋葬室
の壁画の修復技術の開発を行うのが目的で
あった。すでに２年間の研究を科学研究費
（2003-2004年度）によって行っており、そ
の結果、壁画の剥ぎ取りによる修復技術の開
発が必要であることが判明していた。地下埋
葬室の母岩の状態が悪く、壁画を現状で強化
することは不可能であり、壁画をはぎ取り、
新しいサポートに移さざるを得なかったも
のである。 
 そこで本研究での主目的は、プラスターや
母岩の状態が決して一様ではなく、劣化の状
態や制作方法に応じていくつかの分類が可
能であり、修復方法もそれらの状態に応じた
ものでなければならないことが判明してい
たことから、壁画のはぎ取りにおいて複雑な
文化財の状況に応じた修復技術の開発を行
うことであった。表打ち（フェイシング）の
方法や材料の選択、表打ちの樹脂の選択とそ
の用法（パラロイド B72 やその他の高分子樹
脂、あるいは布海苔などの自然の樹脂）、裏
打ちの方法や材料などを中心に検討するこ
とであった。その際、埋葬室が閉鎖空間であ
ることから作業者への健康被害がなく、また、
今後の劣化によって文化財へ悪影響を与え
ない布海苔（和紙・レーヨンとの組み合わせ）
を表打ちへ利用してその有効性を実験する
ことも重要な目的となっていた。 
 またすでに 2003-2004年度の調査で多くの
剥落した破片を埋葬室の床面より回収して
おり、これらの断片が新しいサポートで本来
の位置で復元するための研究も目的であっ
た。エジプト学の立場から本来の壁画デザイ
ンを研究し、本来の位置を確定し、文化財修
復技術の立場から、本来の位置にどのように
修復の上で戻すのかを研究するのを目的と
した。なお、調査の前提として埋葬室の清掃
を完了させたうえで、剥落した壁画の断片の
記録作成（写真撮影など）を完了させること
も目的となっていた。 
 サッカラ・ギザ位置では、地下の地質構造
も劣化しており、この地域の文化財の劣化の
大きな原因になっていることから、地下構造
の地盤工学・建築工学的研究を行い、遺跡の
長期的安全確保の方法を検討することも目
的であった。これは、落盤などの可能性と、
修復後の壁画を保存するための母岩の安定
化という２つの観点からの技術開発が目的
であった。 
 紀元前 2360 に遡る壁画が現在まで残って
いるのは、埋葬室が良好な環境にあったから
である。今後の保全のために温度や相対湿度
をはじめてとする環境の評価を行い、今後の

保存に適した環境を解明することも目的と
した。 
 
３．研究の方法 
 
海外共同研究者として、エジプトから２名、ア

フメド・シュエイブ氏（エジプト古物最高評
議会・古物保存修復中央委員会・委員長[調
査開始時]）、アーデル・アカリシュ氏（エジ
プト古物最高評議会・古物研究修復センター・所
長[調査開始時]）と、ポーランドから１名の
研究者、ロベルト・ロガル氏（トルン大学）
らと打ち合わせなどを行い、エジプトやヨー
ロッパにおける壁画修復方法やその技術の
情報を入手した。また、彼らを日本に招へい
し、学会への参加（保存修復学会静岡大会）
をはじめとして各種の方法で日本の専門家
と意見の交換を行った。 
現地では、日本の専門家、エジプトの専門

家、ポーランドの専門家で埋葬室内の母岩の
状態を確認し、壁画片をいくつか利用して、
表打ちの方法、材料の選択の実験を行った。
壁画片は状態の異なるものを選んだ。表打ち
に際しても表打ちの回数、使用する材料を変
えて行った。有機溶剤についてもアセトン、
トルエンなど種類を変えて試みた。裏打ちに
ついても、強度と軽量のバランスを考えてい
くつか試みた。その際、新しいサポートの材
料には、カーボンファイバーを採用した。布
海苔は、幾度かの実験を行い、十分な強度を
得る用法を確認した。 
剥落した壁画片の本来の位置を確定する

ために、この埋葬室の発掘当時（1935 年）の
写真と調査時の写真を比較し、その剥落個所
を確認した。同時に、調査対象の埋葬室と同
じ時期の他の埋葬室の壁画とも比較し、壁画
デザインの研究によって本来の位置を推定
した。また、壁画片を修復したうえで再び母
岩に戻す案をいくつか専門家の間で検討し
た。 
床面の清掃を完了させるとともに、回収し

た壁画片を写真で撮影した。その数は７千を
超える。この写真は、日本国内での壁画復元
に用いた。 
地下構造の劣化に対しては、本研究対象の

イドゥートの埋葬室の地下構造と、周辺の構
造（ジョゼル王の南の墓、ウナス王の葬祭殿
周辺および参道周辺）で地層の連続を確認し、
その劣化状況を比較検討した。また、地下埋
葬室の天井にある大きなクラック部分に変
位計を設置し、そのデータを回収し、分析し
た。埋葬室内の環境を評価するために、温湿
度計を埋葬室の内外に設置し、データを回収
し、分析を行った。 
 
４．研究成果 
 



今年度までの成果によって、この地域の地
下埋葬室の壁画修復の技術を壁画のはぎ取
り、剥落壁画片の復元に至るまで原理的に完
成させることができた。この技術は、埋葬室
内の多様な状態に対応することができるも
のである。ただし、4千年以上経過した埋葬
室内の劣化状況は当初の想定以上に複雑で
あることも同時に判明しており、今後もさら
に複雑な壁画の状態に応用可能な技術へ発
展させる必要がある。現在、化学分析の成果
をはじめとする多くの成果によってさらな
る技術開発を行うことが可能な状態となっ
ている。 
 地盤工学の観点からは、埋葬室に設置した
変位計のデータの回収と分析によって地層
内部の強度など地下埋葬室の特性の解明を
進め、埋葬室の長期的安定の方法を模索した
。短期的には天井部分の崩落は考えられない
が、長期的には何らかの対処が必要であると
考えている。保存科学の観点からは、埋葬室
内の温湿度計のデータを回収し、埋葬室内の
環境の変化を壁画の長期的な保存が可能な
状態に保つ方法を検討した。現状は、温度と
相対湿度は理想的な状態にあり、4千年以上
壁画が維持されてきた環境が判明した。エジ
プト学は、剥落壁画片の復元方法を確立する
ために。剥落壁画片の写真撮影などによって
本来の位置の復元方法を検討した。壁面に残
っている壁画と、剥落した壁画片の組み合わ
せが一定限度可能である。また、壁画や発見
物の化学的分析を進め、壁画修復の基本的デ
ータを入手した。 

また、日本国内において古代壁画の複製を
母岩・プラスター・顔料など当時の技術を用
いて作り、古代壁画の制作技術の解明を進め
ている。壁画や発見物は、エックス線回析な
どの方法で分析をおこない、修復技術の改良
に用いている。 

このような成果は、エジプトの遺跡管理当
局から高く評価されており、多くの積極的な
便宜をこの調査に与えてくれている。また、
国内においても、エジプトにおけるこのよう
な研究は実績がなく、新しい技術開発の試み
であり、関心が高い。このようなことから、
エジプトにおいても、日本においても、新聞
などの記事に掲載されているところである。 
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